
京都大学

その算出方法は？Q
学内に57ある部局ごとに集計した電気、ガス、水道の使用量に応じて徴収します。また、ほぼ
同額を本部からも徴収し、両者を合わせて年間約2億4千万円の資金を確保します。原則と
して、各部局には部局から徴収した額以上の投資を行います。

A

「環境賦課金制度」って知っていますか？Q
各部局から電力、ガス、水の消費量に対して賦課金を徴収し、その資金を省エネルギー対策に
あてる制度です。この賦課金は本学の既存設備の改修や全学協力による環境配慮行動を
促進するために使われます。

A

削減目標は？

本学の全構成員が協力し、既存設備改修で床面積あたりのエネルギー消費を毎年１％、
環境配慮行動で毎年1％、合計毎年2％削減することが目標です。またCO2の総排出量も
極力抑制しようとしています。

Q
A

環境賦課金

50%

50%

部局１
省エネ改修等
A＋H×a＋α

部局２
省エネ改修等
B＋H×b＋β

資金の原資

エネルギー消費に
4～5％課金

部局１
A

部局２
B

本部 H

部局毎の資金配分

部局１
A

部局２
B

部局１
H×a

部局２
H×b

+

+

部局独自の資金

部局１
α

部局２
β

検証•公表

環境•エネルギー
管理推進室

学外ESCO
学内融資

別の投資
システム

プロジェクト選定＋調査•支援

キャンパスのCO2排出量って、どれくらい？Q
本学のCO2排出量の大部分はエネルギー消費に起因し、
右図に見られるように、2006年度の排出量は1990年
（平成2年）レベル対して90％以上増加しています。この
排出量は、京都市内で第5位であり、私たちのキャンパス
はエネルギー消費の多い大規模な事業場であることを
示しています。
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4団地におけるエネルギー消費によるCO2排出量(t-CO2)
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電気排出係数は0.555kgCO2/kWh


